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【目的 】2，4−D 未散布地 か ら単離 され た Bra　dyrh　izobitfm　sp ．　C2 株 は、　 Ra’stonia

eutro ρha　JMP1 　34 の 2，4−D 分解遺伝子 であ る tfdAと相同性 を示 すORF を有 してお り、

本菌株 に お け る2
，
4・・D 分解に関与 して い るの で は ない か とい うこ とが示唆 され た 。 しか

し、同属株か らはすでに 2
，
4 −D 分解活性 を示す cad 遺伝子が ク ロ

ー
ニ ン グ され てお り 、

本菌株 もこ の cad 遺伝子 を有 してい る こ とが判明 した 。 本実験 は tidA の 起源 を調 べ る た

め に ttdA様遺伝子の 2
，
4−D 分解活性の有無 とその機能に つ い て明 らか にする こ と を目的

とする
。

　【方法及 び結果】本菌株 よ り翻 渦 様遺伝子 をク ロ ーニ ン グ し、E
’
．　coii、及 び

Sinorhizobium に 導入 して発現実験を試み たが
、 2

，
4−D 分解活性は確認 されなか っ た。 そ

こ で 、cad 遺伝子 も合 わせ て遺伝子破壊 を行い 、それぞれ の 2
，
4−D 分解 へ の 影響 を調べ る

こ とに した 。 現在デ ィ ス ラプタ ン トを作成中で あ る
。 また、並行 して こ の ザ崩 様 遺伝子

の 分布状況をPCR 、 ゲノ ム サ ザン ハ イブ リダイゼ
ー

シ ョ ン を行 っ て検索 した とこ ろ 、

2
，
4−D 分解活性 を持 た な い 菌株 も含む近縁の Bradyrhizobium属に 存在す る こ とが確認 さ

れた 。
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【目的］ 我々 は 大脯 菌 の 16S　rRNA の 5
’一

末 端の 成熟 に関 わ る 酵素 と して 見 出 し た

RNase 　G が 、 アル 鵬
一ル デヒ ドロ ゲナーゼ （adhE 遺伝子産物）の 発現 に関与して い る

こ とを 見 出した 。 RNase 　G 欠損株 《rng 』：cat 　）で は 本来嫌気条件 下 で発現誘導 され る

ア ル コ ール デヒ ドロ ゲナ
ーゼが 、好気条件下で も過剰 発現 して い た 。 こ の RNase 　G に

よ るadhE の発現調 節機構の解析を 目的とし た 。

【方法 と結果 】mg 』：cat 株中で は adh ε mRNA の 半減期が約 3倍に増大 して い た こ とか

ら、 RNase 　G が adhE ・mRNA の 分解 に も機能 して い る こ とが 示 唆さ れ た 。
　 adhE の 5t

一非翻訳 領域とlacZ 遺伝子 の 融合遺 伝子 を構築 した と こ ろ、そ の 発現が RNase 　G 欠損

によ り誘導された e こ れまで の 転写制御に よ る遺 伝子 発現調 節に変 わる、adhE ・5 ’一非

翻訳領域 とmg ∵ c認 株を利 用 したmRNA 安定性 の 制御によ る新しい 過剰発現 系 の 可 能

性が示 され た 。
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